
【千葉市科学フェスタ報告(慶應技術士会子供科学工作教室)】
１．タイトル、日時、場所
出展タイトル：「ボール紙で浮き上がって見えるテンセグリティーを作ろう。」
２０２４年１０月１３日（日）、Qiball(千葉市科学館）
２．内容
午前中の２時間で約４０組の親御さん連れと対話しながら製作しました。「ウワー出来た！
浮いているよ～！」。 活況を呈して、大きな社会貢献となりました。来年も行います。

タイプ 工作数

型紙 ３０組（会場で製作）

牛乳パック ３組（会場製作２組、持ち帰り１組）。材料費はゼロでした。

レゴ ６組（レゴの写真を撮り、糸の掛け方をレクチャーすると「家で作ります。」。終了の看板を

出した後も何人からも話がありました。

型紙３０セットが２時間
で完了してしまいまし

た。

型紙完成品。
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牛乳パックの完成
品（材料費０）と呼び
込み説明に大好評
だったレゴの
Tensegrity。

Resumeです。
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